
（様式例）

 ■汚水処理整備計画区域（区域図）  ■整備計画
① 　整備スケジュール

② 　目標値及び概算事業費等

注） 通常の整備より早期概成につながるメニューや、低コスト技術の採用、PPP／PFI手法の導入等

高度な創意工夫が図られているメニューを市町村の実情に応じて具体的に記載。

※ 長期的(20～30年)な整備・運営管理内容の目標値、ベンチマーク(指標)についても、必要に応じて併記。

※ ベンチマーク(指標)については、「持続的な汚水処理システム構築向けた都道府県構想策定マニュアル

（平成26年1月）」の8章及び「Ⅲ　資料編　資料－４」に示した例を参考に市町村ごとに設定。

日高市　中期概成　汚水処理整備内容（アクションプラン）
■目標年次 平成３７年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度

注） 通常の整備より早期概成につながるメニューや、低コスト技術の採用、
PPP／PFI手法の導入等高度な創意工夫が図られているメニューを具体的に記載すること。

計画区分 事業 事業内容

施設整備

公共下水道 未整備地域の整備

浄化槽(個人設置型)

実行メニュー
(早期概成)

注）

浄化槽設置整備事業

クイックプロジェクトによる整備の実施
浄化槽 補助事業のPR、転換補助金の増額

公共下水道

個人設置型 市町村設置型

行政人口(人) 54,139 39,319 630 14408 0 0

整備人口(人) 54,139 39,319 630 14408 0 0

整備面積（集合処理分）(ha) 843.0 819.0 24.0 0

汚水処理人口普及率(%) 100% 100 100 100 0 ―

16,500 ― ― ―

総建設事業費(百万円) 3,484 0 1251 0 ―

年間維持管理費(百万円/年) 244 43 513 0 ―

356 0 306 0 ―

クイックプロジェクトによる整備の実施 〇

補助事業のPR、転換補助金の増額 〇

整備手法

【公共下水道】
クイックプロジェクトによる整備
・　道路線形に合わせた施工や低コ
スト部材等の採用

【浄化槽】
（個人設置型）
・　市の広報や自治会の回覧板等
で転換の促進や補助金制度の周知
を図る。
・　転換補助金を平成32年度まで増
額し、強力に推進していく。

目標値

計画水量(m3/日)

計画汚泥量(m3/日)

概算
事業費

整備人口１人当たりの建設費用(千円/人)

実行メニュー
注）

全体 公共下水道
農業集落
排水施設

浄化槽
その他

早期概成
手法

備考
(早期概成手法の内容)


